
 
 
 

 

【作成事例１３】氾濫時の流速を示した事例（兵庫県姫路市） 
この事例は洪水ハザードマップであるが、内水ハザードマップについても局所的に地表勾配が

大きな地域は流速が早く、歩行が困難になる場合があるので、避難できるかを判断する目安とし

て流速を表示することも効果的である。 
 

 
 

 

流速分布 歩行困難度 



 
 
 

 

【作成事例１４】学校教育の場で意見聴取して作成した事例（福井県福井市） 

ハザードマップに関するアンケートを実施し、「わかりやすいハザードマップ」を作るために必

要と考える事柄を学校教育の場などで意見として集め、これを反映してイラストを多用するなど

した。なお、アンケートを実施する前に、浸水対策の貯留管など下水道の機能説明を環境学習の

一環として説明してほしいとの要望があり、別途説明を行った。 
 
【アンケート前に実施した小学生への環境学習の様子と説明資料の一部】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【裏面】 

【表面】 

イラストを多用 



 
 
 

 

【作成事例１５】自治体・地先単位での作成事例（作成手引きの紹介） 
自治体・地先単位で防災マップを作成することにより、その地域の災害・防災特性に適合した

マップを作成することができるだけでなく、マップの作成を通じ、地域特有の防災に対する課題

を明確にするとともに、地域住民の防災意識の向上および、地域における協力・連携体制の強化

を図ることも可能となる。 

 
参考事例-1 鹿児島県「地域防災地図作成の手引き」 

 
参考事例-2 岡山県岡山市 「みんなで作る『地域防災マップ』」 

作成の手順を記載 

パソコンを活用し

た作成方法の記載 

マップ作成支援制度の紹介 



 
 
 

 

 

 
参考事例-3 愛知県 「みずから守るプログラム」 

 
 
 

県が主体となった地

図づくり支援事業 



 
 
 

 

【作成事例１６】新たな情報提供手法（エリアメール等）を記載している事例 

新たな情報提供手法（エリアメール・緊急速報メール、Twitter 等）を記載している。 

 

参考事例-1 京都府長岡京市「防災ハザードマップ」より抜粋 
 

 
参考事例-2 神奈川県相模原市「浸水（内水）ハザードマップ」より抜粋 



 
 
 

 

【作成事例１７】WEB-GIS を活用した事例（大阪府堺市：堺市 e-地図帳） 
 Web 上の地図ソフトで浸水深等の様々な情報を取得可能であり、使用者のニーズに適した表

示に変更できる。また、ツールを使用することにより、2 画面表示やルート検索が可能である。 
また、浸水想定区域図の更新も容易となる。 

 

 
 
 

 
 

2 画面表示（左：洪水浸水想定区域図、右：内水浸水想定区域図） 

ルート検索機能 



 
 
 

 

【作成事例１８】タイムライン（事前行動計画）への活用事例（東京都千代田区） 
 東京都千代田区では、近年、頻発する都市型水害（内水氾濫）への備えとして、独自に浸水シ

ミュレーションを行い、結果を活用した事前行動計画（タイムライン）を新設している。 

 
 
 

 

 

時系列シミュレーション結果 

千代田区タイムライン（事前行動計画）より抜粋（-120h～-48h） 


